
別図第一号(第3条第3項関係)

1　ステレオホニツク放送を行なう場合の変調信号の周波数配列
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2　ステレオホニツク放送を行なう場合の変調信号の方程式
　　A＝M＋S＋P

　　　M＝L＋R

　　　S＝(L－R)sinωt

　　　P＝psin(
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　注1　Aは、主搬送波を変調する信号の電圧とする。
　　2　Mは、主チヤネル信号の電圧とする。
　　3　Sは、副チヤネル信号の電圧とする。
　　4　Pは、パイロツト信号の電圧とする。
　　5　Lは左側信号の電圧とし、Rは右側信号の電圧とする。
　　6　ωは、副搬送波の周波数の2π倍とする。
　　7　Pはパイロツト信号の電圧の振幅とし、θは当該信号の位相とする。
　　8　tは、時間とする。











_1230803609.unknown

